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   Ａ６１Ｌ  15/56     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月1日(2019.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホットメルト湿気表示組成物であって、
　少なくとも５重量％の水不溶性熱可塑性高分子と、
　少なくとも３重量％の陰イオン界面活性剤と、
　ロイコ染料と、
　酸、ロジン系粘着付与剤、可塑剤、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される
少なくとも１０重量％の成分
とを含み、
　均質でありかつ水と接触した後で変色を呈する、ホットメルト湿気表示組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、少なくとも２重量％の酸を含む、請求項１に記載の湿気表示組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、少なくとも２重量％のロジン酸を含む、請求項１に記載の湿気表示組成
物。
【請求項４】
　前記組成物が、酸、ロジン系粘着付与剤、及び可塑剤からなる群から選択される少なく
とも２つの成分を含み、前記ロジン系粘着付与剤が前記酸とは異なる、請求項１に記載の
湿気表示組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、少なくとも約１５重量％のロジン系粘着付与剤、可塑剤、又はこれらの
組み合わせを含む、請求項１に記載の湿気表示組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、少なくとも約１５重量％の可塑剤、酸、又はこれらの組み合わせを含む
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、請求項１に記載の湿気表示組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、約５重量％～３０重量％以下の陰イオン界面活性剤を含む、請求項１に
記載の湿気表示組成物。
【請求項８】
　前記組成物が、１１０℃で１日間維持されたときに均質のままである、請求項１に記載
の湿気表示組成物。
【請求項９】
　前記ロイコ染料以外の着色剤を更に含む、請求項１に記載の湿気表示組成物。
【請求項１０】
　使い捨て吸収性物品であって、
　第１の基材と、
　前記第１の基材上に配置された請求項１に記載のホットメルト湿気表示組成物
とを含む、使い捨て吸収性物品。
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